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１．計画の背景と目的 

（背景） 

我が国では、核家族化の進行、共働き世帯の増加、地域とのつながりの希薄化、結

婚・子育てに対する価値観の多様化、仕事と子育ての両立の困難などにより、子ども

や子育て家庭をめぐる状況は大きく変化し、全国的に少子化の流れが加速しています。 

国では、平成 15年に次世代育成支援対策推進法を制定し、地方公共団体や事業主の

行動計画策定等、10年間の集中的・計画的な子育て支援に対する取り組みを推進して

きました。 

平成 24年には、幼児期の学校教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合的に推

進することを目的とした、「子ども・子育て関連３法※」が成立し、これらの法律に基

づき、平成 27年から幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の向

上を進めるための「子ども・子育て支援新制度」がスタートしました。 

また、平成27年３月までの 10年間の時限立法だった次世代育成支援対策推進法は、

更なる推進・強化を図るため、令和７年３月までの 10年間延長する改正が行われまし

た。 

さらに、国が推進する人づくり革命の具体的な取り組みとして幼児教育・保育の無

償化が令和元年 10月から始まりました。 

本市においては、次世代育成支援対策推進法に基づき、「かなざわ子育て夢プラン２

００５」を平成 17年に策定し、以後５年ごとにプランの改定を行うとともに、平成 27

年に子ども・子育て支援法に基づき、「金沢市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、

本プランと一体的に子どもと子育て家庭を支援する取組を進めてきました。 

これまでの取組により、本市の合計特殊出生率は、1.23（平成 16年）から 1.50（平

成 29 年）に上昇していますが、出生数は平成 26 年以降、４千人を下回り、少子化の

流れを変えるには至っていない状況にあります。 

少子化の進行は、既存の社会構造や社会保障制度を弱体化させ、現状のままでは市

民生活に大きな影響を及ぼすことをすべての市民が共通認識として持つ必要がありま

す。 
 

※関連３法・・・「子ども・子育て支援法」、「認定こども園法の一部改正」、「児童福祉法等関係法律の整備等に 

関する法律」 

 

（目的） 

令和元年度は、「かなざわ子育て夢プラン２０１５」及び「金沢市子ども・子育て支

援事業計画」の最終年度であることから、計画策定以降顕著となってきた課題や、引

き続き重点的に取り組むべき課題に対応すべく、地域の実情や市民ニーズを把握し、

本市を取り巻く環境の変化等を鑑みつつ、一体的に見直し検討を行いました。 

新たな「かなざわ子育て夢プラン２０２０（仮称）」は、未来を担う子どもの健やか

な育ちと子育て家庭を支える施策を積極的に展開し、市民一人ひとりが未来の金沢を

創る子どもたちのために役割を持ち、子どもを安心して産み育てられる環境づくりを

推進するための基本指針として策定し、子どもを持ちたい希望が叶えられ、誰もが子

育ての喜びを共有できる社会を目指します。 

かなざわ子育て夢プラン 2020（仮称）骨子案 
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２．計画の対象 

本プランの対象は、子どもやその家族・地域住民・市民団体・事業所等すべての市

民とします。 

 

３．計画の位置づけ 

本プランは、「世界の交流拠点都市金沢 重点戦略計画」を上位計画とし、「金沢子

どもを育む行動計画２０１８」「金沢市健康教育推進プラン２０１９」「金沢版働き方

改革推進プラン」「新金沢市男女共同参画推進行動計画」「金沢市食育推進計画（第３

次）」「金沢市地域福祉計画２０１８」「金沢市子どもの貧困対策基本計画」等の市の計

画ならびに国や県の関連計画との整合性を図っています。 

また、本プランは、「次世代育成支援対策推進法」第８条に定める市町村行動計画で、

本市の母子保健計画を兼ねるとともに、「子ども・子育て支援法」第 61 条に定める市

町村子ども・子育て支援事業計画と一体的な計画として位置づけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．計画期間 

かなざわ 

子育て夢プラン 

２０２０（仮称） 
（令和２～６年度） 

金沢市母子保健計画 

次期金沢市子ども・ 

子育て支援事業計画 
（令和２～６年度） 

金沢市地域福祉計画 
２０１８ 

平成 30～令和４年度 

金沢健康プラン 
２０１８ 

平成 30～令和５年度 

金沢市食育推進計画 
（第３次） 

平成 29～令和３年度 

金沢市ひとり親家庭等 
自立促進計画２０１７ 
平成 29～令和３年度 

金沢市子どもの貧困対策 
基本計画 

令和元～３年度 

金沢市子どもを育む 
行動計画２０１８ 

平成 30～令和４年度 

金沢市健康教育推進プラン 
２０１９ 

令和元～５年度 

金沢版働き方改革 
推進プラン 

令和元～４年度 

新金沢市男女共同参画 
推進行動計画 

平成 25～令和４年度 

世界の交流拠点都市金沢 重点戦略計画 （平成 25～令和４年度） 

金沢版総合戦略（平成 27～令和元年度）・金沢市人口ビジョン 

ノーマライゼーション 
プラン金沢２０１５ 

（第４次金沢市障害者計画） 
平成 27～令和２年度 

金沢市地域コミュニティ 
活性化推進計画 

２０１８ 
平成 30～令和４年度 
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４．計画期間 

本プランの期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

なお、プランを推進していく過程において、社会・経済情勢や福祉・教育環境を取

り巻く状況の変化により、新たな施策の展開や計画の見直しが必要となった場合には、

柔軟に対応していくこととします。 

５．本市の子育ての現状 

（１）幼児教育・保育、子育て支援及び結婚・子育てに関する 

アンケート調査（調査結果は別添参照） 

              ※（ ）内は H25調査の実績 

 

調査方法 郵送配布、無記名郵送回答 無作為抽出 

調査期間 平成 30年 12月 18日～平成 31年１月 15日 

 

（２）関係者等意見交換会 

対象 

市内６つの地区で、地区児童館、民生委員、主任児童委員、

公民館、町会等地域の関係者と意見交換会を実施したほか、

保育所・幼稚園・認定こども園、子育て支援ＮＰＯ、大学生

を対象にそれぞれ実施した。 

実施期間 令和元年８月 21日～10月 29日 

    

（３）調査から見えてきた現状 

 

① 母親の就労状況等について 

・就学前児童の保護者、小学生の保護者ともにフルタイムの就労割合が伸びている。 

・母親が育児休業を取得する割合も伸びており、年度初めの保育所などの入所に合 

わせて、職場復帰する傾向がみえる。 

② 保育所・幼稚園などの利用状況と利用希望について 

・保育所及び認定こども園を合わせた利用割合は増加しており、保育の需要が高ま 

っている。 

種類及び対象者 配布数 有効回収数 回収率 

① 幼児教育・保育及び子育てに関するアンケート調査 

（就学前児童の保護者） 
6,000 2,565 42.8％(42.9%) 

② 子育てに関するアンケート調査（小学生の保護者） 4,000 1,566  39.2％(39.5%) 

③ 結婚・子育てに関するアンケート調査（未婚又は 

既婚で子どものいない１８歳以上４５歳以下の市民） 
2,000 290  14.5％(14.3%) 

④ 子育て支援に関するアンケート調査 

（５５歳以上７５歳以下の市民） 
1,000 435  43.5％(45.5%) 

計 13,000 4,856 37.4％(37.6%) 
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③ 放課後の時間を過ごさせたい場所について 

・小学校への入学を控えた就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに、放課後児 

童クラブを利用したいというニーズが高まっている。 

④ 子育ての悩みについて 

・子どもの教育のことや、子どもとどう接すればよいかという悩みが増加している。 

⑤ ワーク・ライフ・バランスについて 

・職場での多様な働き方の導入や、職場で子育て家庭への理解や協力が求められて 

いる。 

・父親への子育てに関する意識啓発が依然として進んでいない。 

・ひとり親の女性や、一度出産で仕事をやめた女性への再就職に向けた教育の機会 

 が必要である。 

⑥ 人や地域とのつながりについて 

  ・核家族化が進み、孤独な育児をする親が増えている。気軽にお願いできるような 

近所のつながりがなくなっている。 

  ・昔は地域のお年寄りが子どもたちを見守り、子どもはそういった人とのつながり

の中で成長していたが、今は環境が変わりコミュニティが希薄化している。 

  ・同じ地区内でも、子どもに関わる団体間が情報交換をする仕組みがない。 

また、子育てを支援する目的の NPO同士も横のつながりがあれば、活動の向上に 

活かせる。 

 

６．本市の子育てにおける課題 

（１）地域コミュニティにおける子育て支援意識の醸成 

本市には、先人が築き上げた豊かな地域コミュニティの中で子どもを育んできた

文化が今も息づいていますが、他都市と同様、その繋がりが少しずつ希薄化してい

ることは否めません。子育て家庭が置かれている現状と将来の姿を「我が事」と意

識し、地域の子どもを地域の大人みんなで育てる機運を、今後も高めていくことが

必要です。 

 

（２）働き方改革の推進 

   将来的な人口減少と労働力不足を背景に、働き手の確保と労働生産性の向上を同

時に進める働き方改革が求められています。保育人材の確保、育児と仕事の両立に

向けた保育サービスの充実、男性の子育てに対する意識啓発、子育てやワーク・ラ

イフ・バランスに対する意識醸成が必要です。 

 

（３）幼児教育の充実 

幼児期に忍耐力や自信、社会性など「非認知能力※」を育むことは、その後の学習

意欲にもつながるといわれ、その役割は大変大きいものがあります。さらに、小学

校教育への円滑な移行を図るため、保育所、幼稚園、認定こども園と小学校の連携・

接続の強化が求められています。 

※非認知能力・・・意欲、協調性などテストでは測定（数値化）できない能力 
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（４）子どもの貧困対策の推進 

子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されず、将来の夢を持ち、健

やかに成長できるよう、また、貧困が世代を超えて連鎖することのないよう、未来

を見据えた効果的な施策を進めることが急務となっています。 

 

（５）就学前の発達支援の強化 

乳幼児健診において、発達に問題のある可能性があり、専門機関への受診や相談

が必要と判定される幼児は、年々増加傾向にあります。専門機関による早期の支援

介入や保護者の不安の解消等、就学前の支援体制の強化が求められています。 

 

（６）保育需要への対応 

   就学前児童の保護者、小学生の保護者ともに、フルタイムの就労割合が伸びてい

ることから、保育需要への対応が必要です。 

 

（７）児童虐待防止対策の強化 

   依然として児童に対する虐待が増加していることから、防止に向けた対策が急務

となっています。本市においても、児童虐待に関する相談件数が増加しており、社

会全体で防止に向けた取り組みが急務となっています。 

 

（８）育児負担・不安の解消 

   実施したアンケート調査の結果では、子どもの教育や子どもとの接し方に対する

悩みが増加しています。育児において孤独を感じる親への対応など、育児負担・不

安の解消に向けた取り組みが必要です。 

 

（９）支援につながる体制の構築 

   スマートフォンや SNSが普及する中での新たな情報提供手段や、サービスを必要

としている人に支援が行き渡る仕組みづくりが必要です。 

 

（10）子どもの安全の確保 

   昨今、全国で子どもが巻き込まれる事故、事件が発生しています。子どもの安全

を確保するための対策が必要です。 

 

（11）結婚・出産の希望が実現できる環境づくり 

   結婚・出産の希望が実現できる環境をつくり、少子化の進行をくい止める必要が

あります。  

 

 

（本プランの方向性） 

上記の課題を踏まえ、地域コミュニティを基盤とした子育て支援、市民一人ひとり

の子育て意識の醸成、結婚から育児まで段階に応じた相談援助などを重視した新しい

計画を策定し、課題の解決や施策の実現・充実に努めていきます。 
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７．計画の基本的な考え方 

【１】基本理念  

“みんなでつながり 支え合う 子育ての喜びを分かち合うまち金沢” 

 

子どもの健やかな成長は市民共通の願いです。子どもが豊かな愛情に包まれながら、

自らの可能性を最大限に発揮し、未来の担い手として成長できる環境をつくることは 

まちづくりの基本であるとともに、時代の要請として今日、強く求められています。 

一方、子どもを取り巻く状況に関して、核家族化や共働き世帯の増加などにより、

保護者、特に母親の子育ての負担感・孤立感がますます大きくなっているという声が

多く、また、子どもが多くの世代の方と関わることが少なくなっているとの指摘もあ

ります。加えて、「子育ては母親の仕事」という風潮が依然としてあります。さらに、

子育てに対して肯定的なイメージを持てない人が若い世代を中心に増えつつあること

が顕在化しています。 

子育てを親子だけの問題として捉えている限り、直面している少子化の問題を解決

することは極めて困難です。つまりは、市民一人ひとりが子育ては社会全体の責務と

いう意識を持ち、誰もが子どもや子育て家庭を温かく見守り、進んで手をさしのべる

社会の実現が不可欠です。 

本市には、古くから培われてきた善隣思想※に基づく住民相互の高い連帯意識や公

私協働の土壌があり、これらの地域連帯を活かして子どもを地域の中で育む文化があ

ります。この文化をより高め、このまちに生まれ育ったことに愛着と誇りを感じられ

る地域づくりを進める必要があります。 

本プランでは、子どもを産み育てやすい環境づくりをより一層進めるとともに、本

市の地域コミュニティを基盤に市民一人ひとりが子育てに主体的に関わり、今できる

ことを実践することで、親子の笑顔があふれ、市民みんなで子育ての喜びを分かち合

うことができるまちづくりを推進します。 

なお、計画推進にあたっては以下の視点に留意していきます。 

 
※善隣思想・・・助け合いの心で、近隣の人と心をかよわせ、支え合い、お互いに善き隣人を 

創っていくという考え方 

 

 

（留意する視点）  

Ⅰ 子どもの幸せを第一とする 

子どもの幸せを最優先とし、効率や利便性の追求にとらわれることなく、親と家

庭のニーズや実情に配慮しながら、子ども一人ひとりの権利が尊重され、子どもの

最善の利益が実現される社会、すなわち、すべての子どもが夢と希望を持って成長

し、無限の可能性を発揮できる社会を目指します。 
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Ⅱ いろいろな価値観や生き方を認め合う 

今日、多様性を尊重することが社会において求められています。結婚・出産・子育

てに関する個人の価値観と生き方、家庭の事情などは様々であることを理解し、「少

子化対策の推進」が個人の価値観や生き方を否定したり、精神的負担を強いること

のないように配慮します。 

 

Ⅲ 人や地域とのつながりを大切にする 

多彩な交流・ふれあいは子どもの社会性や自立性の確立を助けるとともに、親に

とっても子育ての安心感をもたらすことから、人や地域と「つながる」大切さを市

民みんなで意識することにより、子育て環境の向上を目指します。 

また、地域団体、保育施設や学校、企業、ＮＰＯなど、多様な主体による有機的な

連携・協働によって子どもや子育て家庭を支えます。 

 

 

【２】基本方針  

  基本理念である｢みんなでつながり 支え合う 子育ての喜びを分かち合うまち金

沢｣の実現のために、市民みんながそれぞれの立場で自発的に行動することにより子

育て環境の向上に向けた機運を高めます。 

子どもと子育て家庭のために必要な行動として「つながる」「はぐくむ」「よりそう」

「つくる」「つたえる」の５つを以下の基本方針として掲げます。 

 

① 人と人がつながるまちへ 

    【イメージ】 ・親同士がつながる 

                  ・地域コミュニティの中で人とつながる 

・子育て支援者とつながる 

  

子育て家庭が日常において暮らしやすさを感じるのは、経済的な安定だけでなく、

親子が心豊かな時間を共有できる環境、様々な思いを受け止めてくれる場など、地

域の身近な人との関わりをとおして得られる精神的な安定によるところが大きいと

考えられます。このような安定は、心が通い合う人間関係があって得られるもので

すが、個々の関係性に委ねられるものでなく、社会全体で子育てを支え合う意識の

高まりが不可欠です。  

一つのつながりが次の新たなつながりを生み出し、手をつなぎ合える地域社会を

形成できるよう、金沢の豊かな地域コミュニティを生かして子育て家庭、児童館・

公民館などの地域拠点、子育て支援を行うＮＰＯ・ボランティアグループ等の各種

団体などのネットワークを構築できる仕組みづくりを進めます。 

また、本市の持つ伝統文化や豊かな自然の素晴らしさを幼少期から体験し、豊か

な心を育むとともに、大人になってもこれを再認識し、金沢で子育てをしたい気持

ちを育んでいきます。 
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② 子どもを健やかにはぐくむまちへ 

    【イメージ】 ・充実した幼児教育・保育で子どもをはぐくむ 

          ・親と子を健康にはぐくむ 

 

近年の保護者のフルタイム就労割合の高まりや、保育需要が増加している現状を

踏まえ、保育施設や児童クラブの整備、保育士等の人材の確保などに適切に取り組

んでいきます。また、それぞれの成長に応じた適切な教育・保育・集団生活での育ち

合いを通じて、忍耐力や自信、社会性など、非認知能力を育む幼児教育の充実を図

り、続く就学時に円滑に移行できるよう取り組んでいきます。 

また、すべての子どもたちが心身ともに健やかに成長できるように、妊娠中の母

親が、安心して出産・育児ができるよう、保健や医療・福祉等の分野で一貫した支援

を行っていきます。 

 

 

③ 親子によりそうまちへ 

    【イメージ】 ・子どもの成長によりそう 

          ・育児の負担や不安によりそう 

          ・特に配慮を必要とする子どもと家庭によりそう 

 

子育ては、楽しいと思えることばかりではなく、つらい、負担だと感じることも

多くあります。子育て中の方や、これから子どもを持ちたいと思う方が抱える精神

的・経済的な負担や不安が解消され、一人でも多くの方が、子育てに希望を持ち、子

どもを産み育てたいと思えるよう、個々の事情に応じてそのニーズに寄り添い、そ

れぞれのライフステージに合わせた支援を行います。 

また、ひとり親家庭、発達が気になる子どもや障害のある子どもを持つ家庭や、

家庭での養育が困難になった子どもへの支援のほか、子どもの貧困対策、児童虐待

の防止の強化などに取り組み、すべての子どもたちが、健やかに育まれるよう支援

していきます。 
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④ 未来への希望をつくるまちへ 

   【イメージ】 ・子育てと仕事が両立できる就労環境をつくる 

・次世代の親となる人をつくる 

          ・子育て支援のための人材をつくる 

          ・安心して子育てができるまちをつくる 

 

 近年、共働き世帯の増加や女性のフルタイム勤務など、人々の働き方も多様化し

ています。これまでの固定的な男女の役割にとらわれず、仕事をしながら心豊かに

子育てできる就労環境の実現に向けて、親の就労支援や、働きやすい職場づくりへ

の支援に取り組んでいきます。 

また、未来を担う人づくりの観点から、将来親となる青少年一人ひとりが未来に

希望を持ち、社会の一員として自立と自己実現が図れるよう健全育成に取り組んで

いくとともに、支援者の育成では、専門的な人材の育成はもちろん、子育て経験の

ある元気な高齢者や、子どもが好きな学生など、地域の中で身近に子育てを支援で

きる人材の発掘や育成に取り組みます。 

 さらに、子育てに優しいまちづくりのため、妊婦さんや子ども連れの方、子ども

たちが安全で安心して生活できる環境を整備します。 

 

 

⑤  役立つモノ・コトをつたえるまちへ 

    【イメージ】 ・それぞれの人に必要な情報〔モノ〕を必要なときにつたえる 

         ・子育ての喜び〔コト〕を広くつたえる 

 

子育てしている親にとって、子育てに関する情報が必要な時期に分かりやすく提

供されることは心強いものです。しかし、パソコンや携帯電話・スマートフォンか

らの情報は、簡単に検索できる一方で、溢れる情報に不安や心配を募らせることも

少なくありません。子育てに役立つ情報やサービスが、それらを必要としている人

に適切に行きわたり、有効に活用できるよう、効果的な情報提供の仕組みづくりを

進めます。 

また、経験豊かな高齢者やこれまでサービスを受ける立場であった母親などが新

たに子育て支援の担い手として主体的に活躍できる仕組みをつくります。さらに、

子育ての楽しさや素晴らしさを将来の親となる子どもたちや若い世代に伝え、子育

てに対する否定的なイメージを払拭していきます。 
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８．計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 人と人が“つながる”まちへ ○ 地域の子育て支援機能の整備・充実 

○ 子育てに対する意識の醸成 

○ 親子のふれあいを通した家庭教育の推進 

○ 金沢の特色を活かした子育て支援 

② 子どもを健やかに“はぐくむ”まちへ 

みんなでつながり 支え合う 

子育ての喜びを分かち合うまち金沢 

⑤ 役立つモノ・コトを“つたえる”まちへ 

○ 幼児教育の充実 

○ 保育施設や児童クラブの整備 

○ 保育士等人材の確保 

○ 緊急時の一時的な子育て支援 

○ 妊娠－出産－育児の切れ目ない支援の充実と地域づくりの推進 

○ 小児医療体制の充実 

③ 親子に“よりそう”まちへ ○ 育児負担・不安の解消 

○ 子どもの貧困対策の推進及びひとり親等への支援の充実 

○ 発達の心配や障害のある子どもたちへの支援 

○ 児童虐待防止対策の強化 

○ 子どもを持ちたい家族への支援 

○ 経済的支援の充実 

○ 外国人市民の子育て支援 

④ 未来への希望を“つくる”まちへ 

○ 情報やサービスが行き渡る体制の構築 

○ 子育てにおける市民の主体的な活動の促進 

○ 子育ての喜びや素晴らしさを伝える広報活動の充実 

○ ワーク・ライフ・バランスの促進 

○ 親の就労支援・リカレント教育(社会人の学びなおし)の推進 

○ 働きやすい職場づくりへの支援 

○ 子どもの安全確保 

○ 結婚・出産の希望が実現できる環境づくり 

○ 子育てに関する人材育成 

○ 未来の親となる青少年の育成 

○ 思春期の子どもの健やかな成長への支援 

○ 子育てにやさしいまちづくり 

基本方針 基本理念 

（留意する視点） 

 

Ⅰ 子どもの幸せを第一とする 

 

Ⅱ いろいろな価値観や生き方を認め合う 

 

Ⅲ 人や地域とのつながりを大切にする 

 

・親同士がつながる 

・地域コミュニティの中で人とつながる 

 ・子育て支援者とつながる 

 

 

 

 ・充実した幼児教育・保育で子どもをはぐくむ 

・親と子を健康にはぐくむ 

 

 

 

・子どもの成長によりそう 

・育児の負担や不安によりそう 

・特に配慮を必要とする子どもと家庭によりそう 

 

 

 

・子育てと仕事が両立できる就労環境をつくる 

・次世代の親となる人をつくる 

・子育て支援のための人材をつくる 

 ・安心して子育てができるまちをつくる 

・それぞれの人に必要な情報〔モノ〕を 

必要なときにつたえる 

・子育ての喜び〔コト〕を広くつたえる 

 

 

 

基本施策 
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幼児教育・保育、子育て支援及び結婚・子育てに関する 

アンケート調査の結果について 

 

調査結果の概要 

 

（１）子育て中の保護者（母親）の就労割合は上昇 

（２）保育所及び認定こども園をあわせた利用割合は増加。入所開始時期（希望）は低年齢化 

（３）病気やけがの際は、母親が仕事を休んで対応 

（４）放課後児童クラブの利用ニーズが上昇。利用終了時間（希望）も遅い時間帯に移行 

（５）ワーク・ライフ・バランスに必要なことについては、多様な働き方の導入や、職場で 

の理解の醸成が求められている 

（６）子どもの教育や、子どもとの接し方に対する悩みが増加 

（７）教育費、保育料の負担感が依然として高い 

 

（１）子育て中の保護者（母親）の就労割合は上昇【就学前児童、小学生の保護者】 

○保護者（母親）の就労状況 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

フルタイムで就労中 ２９.７％(25.7%) ３９.３％(33.0%) 

産休、育児・介護休業中 ２３.６％(15.0%) １.１％(1.0%) 

パート・アルバイト等で就労中 ２２.０％(23.1%) ４１.９％(40.5%) 

以前は就労していたが、現在は就労していない ２１.７％(32.5%) １３.４％(18.9%) 

就労したことがない  ０.６％(1.8%) ０.９％(2.8%) 

 ・就学前児童の保護者（母親）では、フルタイムの就労の割合が伸びているほか、産休や育 

児休業中との回答も増加 

・小学生の保護者（母親）では、フルタイム、パートタイム・アルバイトなどの就労形態に 

かかわらず就労の割合が上昇 

 

○子どもが生まれたときの保護者の育児休業取得状況【就学前児童の保護者】 

回 答 母親 父親 

働いていなかった ２９．８％(41.8%) ０．９％( 1.0%)  

取得した（取得中である） ５７．４％(41.3%)  ２．５％( 1.1%) 

取得していない １０．９％(14.0%)  ８８．５％(86.2%)  

 ・母親の育児休業を取得した（取得中である）との回答が、前回より 15ポイント以上増加 

 

○就労者（母親）の家を出る時間・帰宅時間（上位回答） 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

家を出る時間（７時台） ４３．０％(33.8%) ２９．８％(25.6%) 

家を出る時間（８時台） ４０．０％(45.1%) ４６．０％(48.2%) 

別添 
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家を出る時間（９時台） ９．８％(13. 0%) １２．７％(15.4%) 

帰宅時間（１８時台） ３５．５％(34.4%) ２５．５％(25.8%) 

帰宅時間（１７時台） ２３．４％(22.2%) １８．２％(17.9%) 

帰宅時間（１６時台） １１．５％(11.1%) １３．０％(13.3%) 

 

○土曜日、又は日曜日・祝日の就労状況（母親）（複数回答） 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

土曜日 ３５．５％( -  )  ２８．７％( -  )  

日曜日・祝日 １６．４％( -  )  １３．７％( -  ) 

 

○保護者（母親）の就労意向（※現在、就労していない方の意向） 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

１年より先、一番下の子どもが□歳になったら 

大きくなったら就労したい 
４４.８％(52.4%) ２５.０％(24.5%) 

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい ２５.５％(24.6%) ３４.８％(36.2%) 

子育てや家事などに専念したい 

（就労の予定はない） 
１８.０％(18.6%) ３１.３％(33.8%) 

 ・就学前児童の保護者（母親）では、就労で家を出る時間が早くなっている 

 ・就労していない方の就労意向は減少している 

 

（２）保育所及び認定こども園をあわせた利用割合は増加。入所開始時期（希望）は低年齢化 

【就学前児童の保護者】 

○平日の保育所・幼稚園などの利用状況と利用希望について（複数回答）（※「利用状況」は

普段、保育所・幼稚園などを利用している方、「利用希望」は全就学前児童の保護者） 

回 答 利用状況 利用希望 

幼稚園 １８.７％(27.8%) ２９.８％(39.9%) 

幼稚園の預かり保育 ３.４％( 4.8%) １４.３％(15.8%) 

保育所 ３７.３％(68.3%) ４８.５％(63.9%) 

認定こども園 ４１.０％( 1.2%) ５６.１％(16.0%) 

＊保育所・認定こども園の合計 ＊７８.３％(69.5%)  

小規模な保育施設（定員６～１９人未満の施設）※   ３.７％(3.9%) 

家庭的保育（５人以下の子どもを保育する事業）※   ０.７％(1.7%) 

事業所内保育施設  １.５％(0.9%)  ４.６％(4.7%) 

ファミリーサポートセンター  ０.５％(0.5%)  ５.３％(6.6%) 

その他（託児所やベビーシッターなど）  １.４％(1.7%)   ５.５％(5.6%) 

                                     ※本市未実施 

  ・保育所・幼稚園などの利用状況は、認定こども園、次いで保育所が多く、これらをあわせ 

た利用状況の割合は増加 
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○平日の保育所・幼稚園などを利用していない理由【就学前児童の保護者】（上位回答） 

回 答 就学前児童の保護者 

子どもがまだ小さいため、□歳くらいになったら利用したい ４７．０％(47.2%) 

利用する必要がない ２５．２％(32.0%) 

利用したいが、保育所・幼稚園などに空きがない １０．０％( 3.9%) 

子どもの祖父母や親戚の人がみているので、利用する必要がない  ２．９％( 4.7%) 

 ・保育所・幼稚園など利用していない理由では、「子どもが小さいため」とした回答が最も多い 

・利用したいが保育所などに空きがないという回答は増加 

 

○保育所・幼稚園などを利用したい時の子どもの年齢【就学前児童の保護者】 

（※前の質問で「子どもがまだ小さいため、□歳くらいになったら利用したい」を選んだ方）

（上位回答） 

回 答 就学前児童の保護者 

１歳 ４８．１％(28.3%) 

２歳 １６．７％(15.8%) 

３歳 ２７．８％(51.4%) 

４歳  ４．４％( 4.3%) 

 

 ・保育所・幼稚園などの利用開始時期の希望年齢は、前回の３歳から今回調査では１歳との 

回答が最も多かった。 

 

（３）病気やけがの際は、母親が仕事を休んで対応【就学前児童の保護者、小学生の保護者】 

 （上位回答） 

 ○子どもが病気やケガで保育所・幼稚園などを利用できなかったり、学校を休んだ場合の対処 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

母親が休んだ ６８.７％(70.0%) ５９.６％(54.4%) 

(同居者を含む)親族・知人に子どもをみてもらった ３６.０％(43.7%) ２８.５％(34.2%) 

父親が休んだ ２３.４％(21.0%) １０.４％(10.2%) 

父親又は母親のうち就労していない保護者がみた １３.０％(19.5%) １２.７％(21.0%) 

病児・病後児保育を利用した １２.４％(10.7%) ３.１％( 1.9%) 

仕方なく子どもだけで留守番をさせた ０.４％( 0.6%) ８.７％(13.8%) 

 

 ・子どもの病気やけがで、普段利用している保育所・幼稚園、学校などを利用できなかった 

   場合の対処方法については、「母親が休んだ」と答えた保護者は、就学前で約７割、小学

生で約６割と最も多い 

・「父親が休んだ」との回答が、就学前児童、小学生の保護者ともに、前回よりわずかに増 

 加したが、「母親が休んだ」との回答も小学生の保護者で増加した 

  ・「病児・病後児保育を利用した」と回答した就学前児童、小学生の保護者ともに、前回よ 

りわずかに増加した 
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（４）放課後児童クラブの利用ニーズが上昇。利用終了時間（希望）も遅い時間帯へ移行 

【小学校入学を控えた５才児以上の就学前児童の保護者】 

○小学校入学後に放課後の時間を過ごさせたい場所（複数回答） 

回 答 
低学年時 

（小１～３） 
高学年時 

（小４～６） 

自宅 ２７.１％(42.4%) ５２.８％(57.5%) 

祖父母宅や友人・知人宅 １２.３％(16.9%) １６.２％(19.7%) 

習い事（ピアノ、サッカークラブ、学習塾など） ２８.０％(35.6%) ４６.０％(51.0%) 

児童館 ３.１％( 5.6%) ４.３％( 4.8%) 

放課後子ども教室 ６.０％( 7.8%) ５.２％( 7.3%) 

放課後児童クラブ ４９.０％(38.2%) １７.５％(18.2%) 

放課後等デイサービス １.８％( -  ) １.８％( -  ) 

その他  ５.５％(12.4%) ９.９％(16.9%) 

 

○放課後児童クラブの利用希望時間（終了時）【小学校入学を控えた５才児以上の就学前児童 

の保護者】（上位回答）（※前の質問で「放課後児童クラブ」を選んだ方） 

回 答 
低学年時 

（小１～３） 
高学年時 

（小４～６） 

１６時台  ７.０％( 7.4%) １.７％( 4.5%) 

１７時台 ２５.７％(34.6%) ２２.２％(37.3%) 

１８時台 ４２.５％(29.0%) ３６.８％(28.2%) 

１９時台 ８.９％( 9.5%) １２.８％( 7.3%) 

・小学校入学を控えた就学前児童の保護者に対して、平日の放課後にどの場所で過ごさせ 

たいかの質問では、低学年の間は「放課後児童クラブ」との回答が、前回に比べ10ポイ 

ント以上増加した一方で、「自宅」との回答が15ポイント以上減少した 

・放課後児童クラブの利用終了時間の希望については、最も多い回答が、前回の「17時台」 

 から、今回は「18時台」となった 

 

○放課後の時間を過ごさせたい場所（複数回答）【小学生の保護者】 

回 答 
低学年 

（小１～３） 
高学年 

（小４～６） 

自宅 ５０.４％(67.9%) ５７.７％(67.6%) 

祖父母宅や友人・知人宅 １７.０％(25.2%) １７.２％(23.8%) 

習い事（ピアノ、サッカークラブ、学習塾など） ５０.６％(65.9%) ４９.２％(63.3%) 

児童館 ９.４％( 9.5%) ７.５％( 6.9%) 

放課後子ども教室 ７.０％( 8.2%) ３.５％( 5.1%) 

放課後児童クラブ ３７.６％(32.9%) ９.９％( 9.0%) 

放課後等デイサービス １.６％( -  ) １.２％( -  ) 

その他 １７.１％(30.8%) １７.２％(28.4%) 

 ・小学生の保護者では、放課後の時間を過ごさせたい場所として、低学年の間は「放課後児童 

クラブ」の回答は約５ポイント増加し、「自宅」は約 18ポイント減少した 
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（５）ワーク・ライフ・バランスに必要なことについては、多様な働き方の導入や、職場での 

の理解の醸成が求められている【就学前児童の保護者・小学生の保護者】 

○男女の家事分担 

   回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

女性が主に家事をしている ５５.７％(66.0%) ６０.５％(64.5%) 

できることをそれぞれが分担している ３４.２％(27.9%) ２８.２％(24.3%) 

男性が主に家事をしている ０.３％( 0.3%) ０.７％( 0.3%) 

・家庭での男女の家事分担では、前回調査に比べて、「女性が主に家事をしている」との 

 回答が減少し、「できることをそれぞれが分担している」との回答が増加 

 

○ワーク・ライフ・バランスの実現に必要と思われるもの（複数回答）【就学前児童の保護者・

小学生の保護者】（上位回答） 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制、短時間勤務、時差出勤など多様な働

き方の導入 
４２.２％(43.2%) ３９.３％(40.7%) 

ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽを認める社会・職場のムード ３６.１％(32.1%) ３６.１％(31.5%) 

保育所・放課後児童クラブなど子どもを預かる施

設、介護施設の充実 
３３.８％(34.7%) ２４.７％(28.1%) 

休業制度（育児休業や介護休暇など） ２９.６％(32.2%) １９.９％(23.7%) 

有給休暇の促進（１時間単位で利用できる有給休

暇制度の拡充など） 
２４.３％(17.1%) ２６.３％(23.2%) 

 

○ワーク・ライフ・バランスの実現に必要と思われるもの（複数回答）【未婚又は既婚で子ど 

ものいない 18～45歳の方】（上位回答） 

回 答 
未婚又は既婚で子ど
ものいない 18～45歳 

ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制、短時間勤務、時差出勤など多様な働き方の導入 ４０.７％(24.2%) 

ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽを認める社会・職場のムード ４１.０％(34.0%) 

保育所・放課後児童クラブなど子どもを預かる施設、介護施設の充実 ３４.５％(33.0%) 

休業制度（育児休業や介護休暇など） ４９.３％(43.5%) 

有給休暇の促進（１時間単位で利用できる有給休暇制度の拡充など） ２０.３％(16.1%) 

・ワーク・ライフ・バランスに必要なことについての質問では、「フレックスタイム制、 

 短時間勤務などの多様な働き方の導入」、次いで「ワーク・ライフ・バランスを認める 

会社・職場のムード」といった職場での理解の醸成が求められている 

・就学前児童の保護者では、「保育所・放課後児童クラブなど子どもを預かる施設の充 

実」といった施設整備に関する回答が、前回の２番目に多い回答から１つ順位を下げた 

・未婚又は既婚で子どものいない18～45歳の方では、「育児休業や介護休暇等」が前回と 

同様、最も多い回答となっているが、「フレックスタイム制、短時間勤務などの多様な 

働き方の導入」の回答が前回と比べ大きく伸びた 
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（６）子どもの教育や、子どもとの接し方に対する悩みが増加【就学前児童、小学生の保護者】 

○子育てについて気になることや悩んでいること（複数回答）（上位回答） 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

子どもの教育に関すること ４０．５％(24.0%) ５３．６％(43.3%) 

子どもの病気や発育・発達に関する事 ３７．４％(32.8%) ２５．１％(19.4%) 

仕事や自分のやりたいことが十分できない ２７．２％(32.5%) １９．０％(18.1%) 

子どもとの接し方 ２５．０％(14.6%) ２４．５％(11.4%) 

子育てに係る経済的負担が大きい ２３．４％(23.8%) ２９．９％(28.9%) 

 

・子育てについての悩みでは、就学前児童、小学生の保護者ともに「子どもの教育に関す 

 ること」の回答が最も多く、次いで、就学前児童保護者では「子どもの病気や発育・発 

達に関すること」、小学生保護者では、「子育てにかかる経済的負担が大きい」となっ 

た 

・前回調査と比べると、就学前児童、小学生の保護者ともに「子どもの教育に関するこ 

と」、「子どもとの接し方」が悩みである回答が大きく伸びた 

 

 （参考） 

  子育てで「つらい」と感じること・「困ったこと」に対する自由回答（主なもの） 

○就学前児童の保護者            ○小学生の保護者 

    ・しつけや生活習慣、子どもとの接し方     ・しつけや生活習慣への不安 

    ・子どもの友人関係              ・病気の際の対応 

・発達や発育についての心配          ・子どもの交友関係や、 

 ・保護者同士のつきあい                いじめによる不登校 

    ・自分の時間がない              ・発達や発育への不安 

    ・夫の育児不参加               ・自分の時間が無い 

    ・子どもが病気の時の預け先          ・夫の育児不参加 

・保育所のお迎え時間 など          ・児童クラブの不足 

                           ・相談しやすい体制づくり など 
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（７）教育費、保育料の負担感が依然として高い 

○少子化対策に効果的と思われる施策（複数回答）（上位回答）【就学前児童、小学生の保護者】 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

教育費の負担軽減 ３９．４％(37.3%) ５１．９％(46.9%) 

保育所・幼稚園・認定こども園の利用料の軽減 ３８．６％(41.3%) １８．７％(23.8%) 

子育て支援のための企業への働きかけ ３０．５％(19.6%) ２９．５％(17.1%) 

児童手当の拡充や減税の実施 ３０．５％( -  )  ３０．７％( -  ) 

保護者の勤務時間に合わせた保育の実施 ２５．７％(29.4%) ２５．５％(27.2%) 

男性も女性と一緒に家事、育児に参加してい

くという意識啓発 
２２．８％(18.5%) ２５．５％(17.3%) 

 

○少子化対策に効果的と思われる施策（複数回答）（上位回答）【未婚又は既婚で子どものいな 

い 18～45歳の方、55～75歳の方】 

回 答 
未婚又は既婚で子ど

ものいない 18～45歳 
55～75歳 

教育費の負担軽減 ３８．６％(26.3%) ２９．７％(24.4%) 

保育所・幼稚園・認定こども園の利用料の軽減 ２４．１％(17.5%) １７．９％(22.4%) 

子育て支援のための企業への働きかけ ２５．５％(15.1%) ３４．７％(25.9%) 

児童手当の拡充や減税の実施 ２２．４％( -  )  １５．４％( -  ) 

保護者の勤務時間に合わせた保育の実施 ２３．４％(29.5%) ３０．８％(29.7%) 

男性も女性と一緒に家事、育児に参加してい

くという意識啓発 
２４．１％(20.4%) ２３．２％(20.0%) 

不妊治療への支援 １８．３％(22.1%) ５．１％( 7.5%) 

 

・就学前児童の保護者、小学生の保護者、未婚又は既婚で子どものいない18～45歳の方で 

最も多い回答は「教育費の負担軽減」であった 

・就学前児童の保護者では、前回は「保育所・幼稚園・認定こども園の利用料の軽減」が 

最も多い回答であったが、2019年10月からの幼児教育・保育の無償化を控え、今回調査 

では２番目に多い回答となった 

・前回調査と大きく変わった点として、全回答対象者において、「子育て支援のための企 

業への働きかけ（就労条件改善など）」の回答で伸びた 

・小学生保護者及び未婚又は既婚で子どものいない18～45歳の方では、「男性も女性と一 

緒に家事、育児に参加していくという意識啓発」が、少子化対策として効果的であると 

する回答順位が高くなった 
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（その他のアンケート結果） 

 

【就学前児童の保護者】 

○育児休業から職場復帰したときのタイミング（母親） 

回 答 就学前児童の保護者 

年度初めの入所に合わせたタイミング ４９．７％(39.3%) 

それ以外 ４７．８％(60.0%)  

 

○希望の時期に職場復帰しなかった理由（希望より早く復帰） 

回 答 就学前児童の保護者 

希望する保育所・認定こども園に入るため ４６．８％(24.0%) 

経済的な理由で早く復帰する必要があったため ２７．０％(29.2%) 

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため ２６．４％(36.1%) 

 

○職場復帰時の短時間勤務制度の利用状況（母親） 

回 答 就学前児童の保護者 

利用した ４４．９％(35.2%) 

利用したかったが、利用しなかった ２６．９％(37.7%) 

利用する必要がなかった ２５．６％(25.6%) 

 

【小学校入学を控えた５才児以上の就学前の保護者、小学生の保護者】 

○夏休み・冬休みなどの長期の休暇中の放課後児童クラブの利用希望 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

低学年（１～３年生）の間は利用したい ３２．８％(26.0%) １６．９％(13.9%)  

高学年（４～６年生）の間は利用したい ２０．１％(22.2%)  ２２．１％(20.4%) 

利用する必要はない １８．７％(28.3%)  ５２．３％(59.5%)  

 

【就学前児童の保護者・小学生の保護者】 

○子育てに関して感じていること 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

楽しいと感じている ３８．３％(38.7%) ３０．３％(32.5%) 

どちらかといえば楽しい ４２．２％(38.5%) ４４．３％(37.5%) 

何となく不安や負担を感じる １４．７％(12.8%) ２０．２％(16.1%) 

非常に不安や負担を感じる ２．３％( 2.1%) ３．２％( 3.1%) 
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【就学前児童の保護者・小学生の保護者】 

○もう一人子どもをほしいと思うか 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

ほしい ２３．１％(25.3%) ５．４％( 6.1%) 

条件が整えばほしい ４１．６％(42.2%) ３０．０％(32.0%) 

ほしくない ３０．０％(30.4%) ６１．５％(60.6%) 

 

【未婚又は既婚で子どものいない１８歳以上４５歳以下の方】 

○結婚しようと思わない理由（複数回答）（上位回答） 

回 答 
未婚又は既婚で子どもの

いない 1 8 歳～ 4 5 歳 

①自分の自由になる時間やお金が少なくなる ６１．５％ (61.5%) 

②ストレスがたまる ３０．８％ (42.3%) 

③人とのつきあいが苦手だから ２３．１％ (30.8%) 

○子どもを持ちたいと思うか 

①持ちたいと思う ６７．９％ (70.9%) 

②持ちたいと思わない ２０．３％ (10.9%) 

③持ちたいと思うが持てない １０．０％ (16.5%) 

 

○子どもを持ちたい理由（複数回答）（上位回答） 

   （※前の質問で、子どもを「持ちたいと思う」、又は「持ちたいと思うが持てない」を選 

    んだ方） 

①子どもがいると生活が楽しく豊かになるから ５４．９％ (53.8%) 

②子どもがいることで人として成長できるから ４２．５％ (37.8%) 

③好きな人の子どもを持ちたいから ３６．３％ (32.1%) 

④子どもは安らぎや生きる力を与えてくれるから ３５．８％ (45.8%) 

⑤結婚して子どもを持つことは自然なことだから ２４．８％ (34.9%) 

 

○子どもを持ちたいと思うが持てない・持ちたいと思わない理由（複数回答）（上位回答） 

（※子どもを「持ちたいと思うが持てない」、又は「持ちたいと思わない」を選んだ方） 

①子育てのための精神的・肉体的負担が大きいから ４７．７％ (34.6%) 

②子育てのための経済的負担が大きいから ３９．８％ (34.6%) 

③子育てに関心や自信が持てないから ２５．０％ (29.5%) 
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【就学前児童の保護者】 

○家庭での男女それぞれの「家事」に関わる割合 

区 分 
現 実 希 望 

男 性 女 性 男 性 女 性 

0～10%未満 １８.０%(22.6%) ０.１%( 0.1%) １.７%( 1.7%) ０.２%( 0.0%) 

10～20%未満 ２３.６%(27.2%) ０.１%( 0.1%) ３.７%( 7.0%) ０.１%( 0.0%) 

20～30%未満 １６.３%(17.6%) ０.０%( 0.1%) ８.８%(13.3%) ０.２%( 0.1%) 

30～40%未満 １５.２%(13.3%) ０.７%( 0.3%) １８.２%(22.5%) ０.２%( 0.1%) 

40～50%未満 ６.７%( 4.4%) １.２%( 0.5%) １７.２%(14.5%) ０.５%( 0.3%) 

50～60%未満 ７.７%( 4.7%) ７.８%( 4.9%) ２５.８%(16.9%) ２６.２%(17.2%) 

60～70%未満 １.２%( 0.5%) ７.１%( 4.6%) ０.５%( 0.3%) １７.３%(14.5%) 

70～80%未満 ０.７%( 0.3%) １５.０%(13.4%) ０.２%( 0.1%) １８.３%(22.8%) 

80～90%未満 ０.０%( 0.1%) １７.３%(18.6%) ０.２%( 0.1%) ８.８%(12.9%) 

90～100% ０.１%( 0.2%) ４１.０%(49.6%) ０.１%( 0.1%) ５.０%( 8.6%) 

 

○家庭での男女それぞれの「育児」に関わる割合 

区分（％） 
現 実 希 望 

男 性 女 性 男 性 女 性 

0～10未満  ６.２%( 6.8%) ０.１%( 0.0%) ０.４%( 0.2%) ０.２%( 0.1%) 

10～20未満 １９.５%(21.0%) ０.０%( 0.0%) １.１%( 1.5%) ０.０%( 0.0%) 

20～30未満 ２１.９%(22.3%) ０.２%( 0.1%) ４.５%( 5.3%) ０.０%( 0.0%) 

30～40未満 ２１.１%(20.8%) ０.３%( 0.4%) １３.２%(16.6%) ０.２%( 0.2%) 

40～50未満 １１.１%(11.1%) ０.７%( 0.3%) １８.９%(18.5%) ０.４%( 0.3%) 

50～60未満 ８.７%( 8.7%) ８.８%( 8.8%) ３８.１%(33.5%) ３８.４%(33.9%) 

60～70未満 ０.７%( 0.3%) １１.５%(11.6%) ０.４%( 0.3%) １８.９%(18.5%) 

70～80未満 ０.２%( 0.4%) ２１.２%(20.9%) ０.２%( 0.2%) １３.１%(16.6%) 

80～90未満 ０.２%( 0.1%) ２２.７%(23.4%) ０.０%( 0.1%) ４.５%( 5.2%) 

90～100 ０.０%( 0.1%) ２４.４%(26.5%) ０.１%( 0.1%) １.３%( 1.6%) 
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【小学生の保護者】 

○家庭での男女それぞれの「家事」に関わる割合 

区 分 
現 実 希 望 

男 性 女 性 男 性 女 性 

0～10%未満 ２０.８%(24.3%) ０.２%( 0.0%) １.０%( 1.8%) ０.０%( 0.1%) 

10～20%未満 ２４.３%(26.0%) ０.２%( 0.1%) ３.０%( 6.3%) ０.１%( 0.0%) 

20～30%未満 １８.１%(16.7%) ０.１%( 0.1%) １０.７%(13.7%) ０.２%( 0.3%) 

30～40%未満 ９.２%( 9.8%) ０.４%( 0.6%) ２０.２%(23.4%) ０.３%( 0.1%) 

40～50%未満 ５.６%( 3.3%) ０.６%( 0.6%) １６.２%(13.7%) ０.３%( 0.3%) 

50～60%未満 ６.０%( 3.1%) ６.１%( 3.2%) ２４.６%(15.6%) ２５.１%(15.7%) 

60～70%未満 ０.６%( 0.5%) ５.７%( 3.5%) ０.３%( 0.3%) １６.０%(13.9%) 

70～80%未満 ０.４%( 0.6%)  ９.５%( 9.7%) ０.３%( 0.2%) ２０.２%(23.3%) 

80～90%未満 ０.３%( 0.2%) １８.６%(17.9%) ０.３%( 0.1%) １０.５%(13.9%) 

90～100% ０.３%( 0.1%) ４６.２%(51.4%) ０.２%( 0.1%) ３.９%( 8.1%) 

 

○家庭での男女それぞれの「育児」に関わる割合 

区分（％） 
現 実 希 望 

男 性 女 性 男 性 女 性 

0～10未満 ９.９%( 8.9%) ０.１%( 0.0%) ０.３%( 0.4%) ０.２%( 0.1%) 

10～20未満 １８.２%(19.9%) ０.０%( 0.1%) １.３%( 1.6%) ０.０%( 0.0%) 

20～30未満 １９.３%(19.4%) ０.４%( 0.1%) ４.３%( 5.4%) ０.１%( 0.2%) 

30～40未満 １６.８%(15.6%) ０.５%( 0.4%) １１.８%(13.1%) ０.２%( 0.2%) 

40～50未満 １０.０%(11.1%) １.０%( 0.6%) １５.８%(18.0%) １.１%( 0.4%) 

50～60未満 １０.４%( 9.8%) １０.８%( 9.9%) ４０.７%(35.8%) ４１.４%(35.9%) 

60～70未満 １.０%( 0.6%) １０.３%(11.4%) １.０%( 0.3%) １５.３%(18.2%) 

70～80未満 ０.５%( 0.3%) １５.５%(15.7%) ０.３%( 0.1%) １１.７%(12.8%) 

80～90未満 ０.４%( 0.1%) ２０.２%(19.9%) ０.１%( 0.3%) ４.５%( 5.4%) 

90～100 ０.３%( 0.1%) ２７.５%(28.7%) ０.１%( 0.1%) １.３%( 2.2%) 

 

【小学生の保護者】 

○ファミリーサポートセンターの利用の有無 

回 答 小学生の保護者 

知っているが利用していない ６５．４％(54.3%)  

ファミリーサポートーセンターを知らなかった ３０．８％(41.0%)  

利用している １．２％( 1.6%)  
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【５５歳以上７５歳以下の方】 

○小学生以下のお孫さんとどのような関わりを持っているか 

①頻繁に、孫の親に代わって預かっている（面倒をみている） １７．２％ ( -  ) 

②たまに、孫の親に代わって預かっている（面倒をみている） ２９．３％ ( -  ) 

③預かることはないが、頻繁に孫の親と一緒に遊びに来る ８．４％ ( -  ) 

④預かることはないが、たまに、孫の親と一緒に遊びに来る ２８．８％ ( -  ) 

⑤ほとんど関わることはない ７．４％ ( -  ) 

 

○孫を預かったときに感じること（複数回答）（上位回答） 

①とても楽しい ５６．３％ ( -  ) 

②孫の親をサポートできてうれしい ５４．０％ ( -  ) 

③生きがいを感じる ３４．４％ ( -  ) 

④体力的に疲れる ３１．２％ ( -  ) 

 

【満足度】 

○行政が行っている子育て支援に対する満足度【就学前児童、小学生の保護者】 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

大変満足 １．７％( 1.7%) ０．９％( 0.9%) 

ほぼ満足 ４０．４％(47.8%) ４０．２％(37.8%) 

やや不満 ４３．４％(41.0%) ４４．４％(48.8%) 

大変不満 ７．７％( 6.0%) ７．１％( 7.7%) 

 

○行政が行っている子育て支援に対する満足度【55～75歳】 

回 答 55～75歳 

大変満足 １．４％( 3.7%) 

ほぼ満足 ２５．１％(54.7%) 

やや不満 １９．８％(26.6%) 

大変不満 ４．６％( 3.7%) 

わからない ４５．１％( -  ) 
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【情報の入手先】 

○金沢市の事業の情報の入手先【就学前児童、小学生の保護者】（複数回答） 

回 答 就学前児童の保護者 小学生の保護者 

親族（親、兄弟姉妹など） ５８．８％ ５０．４％ 

保育所、幼稚園、認定こども園又は学校 ５５．９％ ６２．２％ 

隣近所の人、知人、友人 ５４．６％ ６７．６％ 

市の広報以外のインターネット、アプリ ２７．６％ １９．２％ 

子育て雑誌・育児書 ２６．４％ １６．５％ 

テレビ、ラジオ、新聞 ２３．７％ ３３．３％ 

市からの情報（インターネット・アプリ、新

聞広報、パンフレットなど） 
２２．４％ ２４．６％ 

コミュニティ誌・フリーペーパー ２０．７％ １７．６％ 

 

○金沢市の事業の情報の入手先【未婚又は既婚で子どものいない 18～45歳、55～75歳】（複 

数回答） 

回 答 
未婚又は既婚で子ど

ものいない 18～45歳 
55～75歳 

親族（親、兄弟姉妹など） ２４．５％ １１．３％ 

回覧板 １５．９％ ６５．１％ 

隣近所の人、知人、友人 １２．４％ １８．２％ 

市の広報以外のインターネット、アプリ ９．０％ ３．２％ 

テレビ、ラジオ、新聞 ３６．２％ ５７．２％ 

市からの情報（インターネット・アプリ、新

聞広報、パンフレットなど） 
３７．９％ ５１．０％ 

コミュニティ誌・フリーペーパー ２３．１％ ７．４％ 

 


